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海
を
越
え
て
、〝
中
央
大
学
の
桜
〞

台
湾
で
友
好
の
植
樹
祭
開
催

　

台
湾
・
台
北
で
二
月
二
十
二
日
、

中
央
大
学
と
「
中
央
大
学
学
員

日
華
友
好
会
」
に
よ
る
「
友
好

の
桜
植
樹
並
び
に
記
念
碑
除
幕

式
」
の
式
典
が
開
か
れ
た
。
一

九
九
九
年
、
中
央
大
学
が
大
戦

時
の
台
湾
か
ら
の
学
生
に
対
す

る
「
特
別
卒
業
証
書
授
与
」
を

行
っ
た
の
を
機
に
友
好
の
輪
が

広
が
り
、
大
学
か
ら
は
外
間
寛

総
長
ら
が
出
席
し

て
盛
大
な
式
典
と

な
っ
た
。

　

「
特
別
卒
業
証

書
授
与
式
」
が
台

北
市
で
行
わ
れ
た

の
は
99
年
３
月
で

あ
る
。
戦
時
下
、

学
徒
動
員
に
よ
っ

て
学
舎
を
離
れ
、

学
問
の
志
半
ば
で

戦
後
復
学
が
で
き

な
く
な
っ
た
台
湾

か
ら
の
中
央
大
学

生
に
対
す
る
も
の

で
、
対
象
者
は
七

十
歳
代
後
半
の
約

二
十
人
の
先
輩
た

ち
だ
っ
た
。

　

感
動
的
な
そ
の
式
典
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
そ
の
後
日
本
か

ら
出
席
し
た
学
員
（
卒
業
生
）

を
中
心
に
中
央
大
学
学
員
日
華

友
好
会
が
結
成
さ
れ
、
台
湾
同

学
会
（
台
湾
在
住
の
学
員
）
を

は
じ
め
、
さ
ら
に
広
い
台
湾
と

の
交
流
が
始
ま
っ
た
。
台
湾
の

中
部
大
地
震
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重

症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
の
被

害
に
対
す
る
見
舞
い
等
を
続
け

る
中
で
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
日
本
の
桜
を
台
湾
に
咲
か
せ

よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
構
想

が
具
体
化
し
た
。

　

植
樹
地
は
当
面
、
日
本
側
が

強
く
希
望
し
た
、
日
本
人
だ
け

で
も
年
間
七
十
万
人
近
く
が
訪

れ
る
台
北
市
の
有
名
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
国
立
中
正
紀
念
堂
に

決
定
。
友
好
会
は
、
３
年
が
か

り
で
準
備
を
進
め
、
こ
の
日
、

中
正
紀
念
堂
で
「
友
好
の
桜
植

樹
並
び
に
記
念
碑
除
幕
式
」
の

運
び
に
な
っ
た
。

　

式
典
に
は
、
大
学
か
ら
外
間

寛
総
長
、
三
宅
邦
彦
常
任
理
事
、

事
務
局
幹
部
、
友
好
会
か
ら
は

長
田
繁
会
長
、
学
員
会
の
澤
幡

副
会
長
を
は
じ
め
総
勢
七
十
人

が
出
席
。
台
湾
側
か
ら
同
学
会

陳
朱
賢
会
長
ら
多
数
の
会
員
に

加
え
、
旧
正
月
で
帰
省
中
の
現

役
留
学
生
、
さ
ら
に
複
数
の
政

府
要
人
も
出
席
し
、
盛
大
な
式

典
と
な
っ
た
。

　

特
に
国
交
が
無
く
な
っ
た
後
、

大
使
館
に
代
る
機
関
で
あ
る
財

団
法
人
交
流
協
会
の
内
田
勝
久

台
湾
所
長
（
元
カ
ナ
ダ
・
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
大
使
）、
中
華
民
国

行
政
院
長
（
総
理
）、
教
育
部

長
（
文
部
大
臣
）
を
歴
任
し
た

李
煥
氏
、
現
総
統
府
資
政
で
駐

日
代
表
も
つ
と
め
た
許
水
徳
氏

か
ら
心
の
こ
も
っ
た
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
中
央
大
学
を
代
表
し
、

外
間
総
長
か
ら
植
樹
祭
に
至
る

ま
で
の
台
湾
側
特
別
協
力
者
に

対
し
て
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
は
、
友

好
会
が
昨
年
秋
の
台
風
で
甚
大

な
被
害
の
あ
っ
た
泰
雅
族
の
小

学
校
へ
楽
器
と
奨
学
金
を
贈
呈

し
、
そ
れ
に
対
し
児
童
た
ち
か

ら
答
礼
の
伝
統
音
楽
が
演
奏
さ

れ
る
な
ど
民
族
、
世
代
を
越
え

た
あ
た
た
か
い
交
流
風
景
が
み

ら
れ
た
。
児
童
ら
の
小
学
校
に

も
来
春
桜
が
植
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

式
典
後
は
、
友
好
の
桜
の
た

め
に
造
成
さ
れ
た「
桜
花
園
区
」

で
、
本
学
学
員
で
あ
る
海
部
俊

樹
元
総
理
の
揮
毫
に
よ
る
「
友

好
の
桜
」
記
念
碑
の
除
幕
式
、

参
加
者
全
員
に
よ
る
植
樹
行
事

が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
夜
は
台
湾
の
小
正
月
の

お
祝
い
に
な
ら
い
、
中
正
紀
念

堂
が
用
意
し
て
く
れ
た
七
百
個

の
提
灯（
ラ
ン
タ
ン
）の
点
灯
式
、

地
元
小
学
校
の
ド
ラ
ゴ
ン
舞
を

皮
切
り
に
祝
宴
に
移
っ
た
。
ご

馳
走
を
味
わ
い
な
が
ら
、
カ
ラ

オ
ケ
や
福
引
に
興
じ
た
後
、
一

「友好の桜」の記念碑を囲んで。左端・外間寛総長
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商
学
部
チ
ー
ム「
ね
こ
」が
日
本
一
の
グ
ラ
ン
プ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
で
絶
賛
、
事
業
化
も

　

「
駅
ナ
カ
（
中
）
に
、
貸
し

本
屋
を
作
ろ
う
！
」

　

中
央
大
学
商
学
部
生
チ
ー
ム

「
ね
こ
」（
植
山
良
、
奥
野
真

規
子
、後
藤
利
沙
、土
田
好
彦
）

の
ア
イ
デ
ア
が
、
２
月
11
日
、

有
楽
町
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
行
わ
れ
た
「
大
挑
戦
者 

in

東
京
」（
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ト
主

催
・
経
済
産
業
省
後
援
）
の
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
「
ド
リ
ー

ム
ゲ
ー
ト
グ
ラ
ン
プ

リ
」
で
、
見
事
優
勝

を
果
た
し
た
。
４
人

は
い
ず
れ
も
商
学
部

３
年
生
（
現
４
年
）。

　

社
会
人
を
含
む
全

３
８
５
チ
ー
ム
の
中
、

全
国
９
エ
リ
ア
ご
と

の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
９
チ
ー
ム
が
当
日

は
出
場
し
、
３
０
０

０
人
を
越
え
る
来
場
者
に
よ

る
投
票
で
選
ば
れ
た
。
各
チ
ー

ム
は
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
、
着
眼
点
か
ら
顧

客
層
、
最
終
的
な
利
益
に
至
る

ま
で
を
熱
意
を
も
っ
て
来
場
者

に
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。

　

他
の
強
敵
を
抑
え
、
来
場
者

の
ハ
ー
ト
を
つ
か
ん
だ
企
画
名

は
、〈
駅
ナ
カ
レ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
「
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
」〉。
学

生
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を

主
対
象
に
し
て
、
狙
い
は
「
利

益
を
出
す
こ
と
」。
経
常
利
益

58
万
円
（
売
上
高
経
常
利
益
率

21
％
）
を
見
込
ん
で
お
り
、
初

期
投
資
額
１
７
６
３
万
円
の
回

収
も
31
カ
月
で
可
能
と
し
て
い

る
。
試
運
転
店
舗
建
設
予
定
地

で
あ
る
JR
横
浜
線
淵
野
辺
駅
北

口
も
JR
東
日
本
キ
ヨ
ス
ク
の
了

承
済
み
。

　

経
営
見
通
し
を
含
め
た
具
体

的
な
提
案
で
、「
駅
の
中
」
に

「
貸
本
店
」を
開
設
す
る
手
軽
さ
、

ま
た
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
個
人

情
報
を
基
に
会
員
カ
ー
ド
を
作

る
と
い
っ
た
新
し
さ
が
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
専
門
家

か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

４
人
は
、
貸
し
本
業
が
浸
透

す
る
韓
国
へ
の
調
査
や
、
六
本

木
・
新
宿
な
ど
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
行
っ
た
。
本
腰
を
入
れ

た
取
り
組
み
と
、
こ
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
私
た
ち
の

生
活
が
よ
り
快
適
に
な
る
こ
と

へ
の
確
信
が
、
頂
点
へ
と
つ
な

が
っ
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
04
年
12
月

に
開
催
の
中
大
ゼ
ミ
連
主
催
・

日
経
ビ
ジ
ネ
ス
協
賛
の
「
第

１
回
商
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー

ド
」
で
も
最
優
秀
賞
を
獲
得
し

て
い
る
。（
学
生
記
者　

津
江

瞳
＝
文
学
部
２
年
）

同
中
央
大
学
校
歌
を
歌
い
、
大

い
に
同
窓
意
識
を
高
揚
さ
せ
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
外
間
総
長
を
先

頭
に
、
全
員
が
提
灯
行
列
を
行

い
、
想
い
出
深
い
一
連
の
催
し

を
終
え
た
の
で
あ
る
。

　

友
好
会
で
は
、
台
湾
各
地
に

千
本
の
桜
を
植
え
、
さ
ら
に
台

湾
と
の
友
好
増
進
を
図
っ
て
い

く
計
画
を
立
て
て
い
る
。

（
松
本

彦
＝
昭
和
38
年
法
学

部
卒
）

右から、植山良さん、土田好彦さん、奥野真
規子さん、後藤利沙さん

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
も

商
学
部
生
が
み
ご
と
準
優
勝
！

　

２
月
21
日―

27
日
開
催
さ
れ

た
「
第
１
回
学
生
の
た
め
の
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
・ 

Ｏ

Ｖ
Ａ
Ｌ
２
０
０
５
」
で
、
中
央

大
学
商
学
部
１
年
（
現
２
年
）、

菅
野
光
憲
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
見

事
準
優
勝
に
輝
い
た
。「
Ｏ
Ｖ

Ａ
Ｌ
２
０
０
５
」
は
日
本
、
中

国
、
韓
国
の
各
国
１
人
ず
つ
の

３
人
１
チ
ー
ム
制
で
、
英
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
発
表

を
行
う
コ
ン
テ
ス
ト
。
管
野
さ

ん
は
昨
年
夏
の
「
第
９
回
学
生

の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
・
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
２
０
０
４
」
で

も
他
大
学
の
５
人
と
と
も
に
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
て
い
る
。


